
（様式１） 

観光社会資本の事例 
テーマ 自然と歴史、文化が融合した都市公園 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

昭和６３年に認可を受け、都市公園として整備をはじめた香山公園。3.7ha の敷地には、桜、梅、つつ

じ、新緑、さるすべり、紅葉と四季を通じて楽しめる憩いの公園となっています。園内には、幕末の１３代

藩主毛利敬親が倒幕の策を練った露山堂や維新の志士たちが薩長連合の密議を交わした枕流亭があ

るほか、室町時代、西の京と謳われた山口の繁栄の基礎を築いた大内氏２４代弘世の銅像や若山牧水

の歌碑、司馬遼太郎の文学碑が立っています。また、敷地に隣接して、大内氏の家臣陶弘房を弔った瑠

璃光寺や幕末藩主毛利敬親以降の毛利本家の墓所（国の史跡に指定）のほか、山口の観光のシンボル

であり、日本三名塔のひとつにも数えられる国宝瑠璃光寺五重塔が佇み、自然と歴史、文化が融合した

公園となっています。 

  香山公園来園者数 平成１４年 約  ４８５，０００人 

               平成１５年 約  ４７４，０００人 

               平成１６年  約 ４８５，０００人  

優雅な佇まいの五重塔と満開の桜。風情とともに

ゆっくりとした時の流れが感じられます。 
市街地の中に整備された香山公園。自然と文

化が融合した公園は、多くの観光客が訪れ、市

民との交流の場にもなっています。 

香山公園の入り口からは、まっすぐ瑠璃光寺の参

道となっており、その両脇は梅やつつじなどが植

えられ、四季折々の景色を楽しめます。 

毛利家墓所階段下の石畳は、足音が反響して

妙音を発するため「うぐいす張りの石畳」と呼ば

れています。 



（様式２）

テーマ 自然と歴史、文化が融合した都市公園 

【社会資本の基礎データ】 

○名   称  香山公園 

○所 在 地  山口県山口市香山町 

○事 業 名  香山公園整備事業 

○事業主体  山口県山口市 

○事業期間  昭和６３年～平成２０年 

【社会資本の役割・効果】 

○香山公園は、市街地の中にあって自然と歴史、文化が融合した都市公園です。梅、桜、新緑、紅葉、雪

景色等四季折々の中で、優美に佇む国宝瑠璃光寺五重塔の様々な表情に癒され、楽しむことができ

る香山公園は、市民の憩いのスポットとしてだけでなく、観光名所でもあります。 

 

○室町時代、京に模して町づくりがされ、大内文化で華やいだ山口。毎年１０月には、２日間にわたり、そ

の歴史が薫る地域を小さな美術館に見立て、地域の人々とふれあいながらゆっくりと気軽に山口の街

並みをまるごと楽しんでもらおうという「アートふる山口」が開催されます。香山公園もそのエリアに含ま

れ、夜になると瑠璃光寺五重塔は、瑠璃色にライトアップされ、いつもとは違う幻想的に浮かび上がる

姿で来場者を楽しませてくれます。 

 

○幕末の１３代藩主毛利敬親が茶事を装い倒幕の策を練ったとされる茶室・露山堂では、今も茶道の会

の活動の場として使用され、春と秋の週末には観光呈茶席が設けられます。 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】 山口市 http://www.city.yamaguchi.yamaguchi.jp/kanko/org/index.html 

 


